
神戸市政調査会 第 12 回の議論について 

議論のテーマ 

これからの時代の課題解決に取り組む市民自治のあり方について 

 

第 11 回の議論 

神戸市のスマートシティ施策を題材に、デジタルを、人とのつながりや社会

参加を支える手段としてどう活用するかを議論した。デジタルは、時間や場所

の制約を下げ、参加や支援への新たな入口となる一方、必要な人に届きにくい

場合や、五感を通じた情報、周囲の雰囲気、偶発的な出会いを得にくい面もあ

ることが示された。こうした議論を踏まえ、デジタルをリアルな人と人とのつ

ながりや地域社会にどう結び付けるかが、今後の論点として提起された。 

 

第 12 回の議論のポイント 

 現在の多様な暮らし方や価値観を前提としたとき、「地域社会の復権」とは

どのような状態を意味するのか。 

デジタルは、その実現に向けてどのような役割を果たし得るのか。また、本

人の自由や地域の活動の自律性を尊重しながら、行政がどのような役割を果た

し得るのか、どこまで関わることが適切か。 
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